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目的・ねらい
顧客台帳の精度向上

eq \o\ad(\d\fo"課題名  "(),課題名)
eq \o\ad(\d\fo"問題の状況   "(),問題の状況)
eq \o\ad(\d\fo"改善目標  "(),改善目標)
原因（直接解決する問題点）
eq \o\ad(\d\fo"実施する解決策   "(),実施する解決策)
eq \o\ad(\d\fo"振り分け区分  "(),振り分け区分)






Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

2.基本項目の更新遅れの改善（№32）
・現状では各人が情報入手してから早くて1週間、まめな各人の分で通常月1～2回の更新、最大では半年（年賀状・暑中見舞いのときに8～9割が集中）、平均1～2か月程度の遅れとなっている｡
・事務担当に伝わるのが遅い（№33）の原因が大半で、事務担当が即応できていない（№37）ことによる遅れはせいぜい1～2週間程度である。
・全体では情報入手から2日以内を目標とする｡
・各人は2日以内に事務担当に異動情報を回付する｡
・事務担当は原則として即日処理
・各人の顧客台帳の認識が低い。（№36）
・各人の顧客情報収集に限界がある。（№28）
・台帳がカードである。
（№44）
⑩(K04)台帳一元化による重要性認識改善
⑪(K05)トップによる顧客台帳の重要性の関係者への徹底
③(K01、K02)事務担当による異動情報の積極的収集
①(K06)パソコンによる顧客台帳一元化
○
○
○

○
○

3.基本項目の登録不備の改善（№46）
以下のように登録時から基本項目不備者が200人程度存在する｡
・過去3種のスペシャル・レポートの購入者（重複除き合計1,000人程度）については、役職・電話番号、場合によっては氏名の名が不明のまま登録されている人が1～2割ある。
・コンサルタントが講師となった社外主催のセミナ参加者も300人程度収録されているが、同じような不備者が同程度ある。
（顧客台帳の利用目的を明確化してスポットの顧客は掲載しないようにすることにより）登録時から基本項目不明者は掲載されないようにする。
・会社として登録基準が明確でない。（№48）
④(K07)登録基準の明確化


○


　　　　　　　　注：解決策の一連番号は､問題点連関図作成後､整理して再付番している（基本方針確認書と一致）。
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課題名、原因名の後の（  ）内数字は問題点連関図の問題点番号。





振り分け区分


Ａ＝コンピュータ利用	Ｃ＝基準･ルールの変更･強化


Ｂ＝制度･仕組みの変更	Ｄ＝認識改善








